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日毎に春らしさを増す今巳この頃、いかがお過ごしでしょうか。 『NEWSLETTER』No.2 

をお届けします，

＜文化ガ等迂茄委貨合摂庖本＄、 4月から尼.if百立庖屈冴究史召営内に＃€ ! ! > 
3月まで神戸市西区の芸術工科大学に設溢されていた文化財等救援委員会現地本部

が、 4月から尼崎市立地域研究史料館内に移転、 4月一杯レスキューを巷読する予定

です。史料ネットとの連携もますます強化され、共同して救済活動にあたっています。

く各他の!tl災史存ま済活JJ.大ぎく送屡！ ！＞ 
No. 1発行以後、史料ネットでは 5件？レスキニーを実施しました。中には新史料の発

見という成果もありました，現在、 2件のレスキ:::..―子定があり、出勁回数はますます

増えそうです。一部の地域では｀自治体や地元の研究者と運携した調査活動も始めまし

たが、事態が明らかになるにつれて「手遅れ」 （破棄や売却など）のケースも目立って

きました。後に残念な思いをすることのないよう、他の地域でも積極的なアプローチが

必要です。各地の主な救済活勁の状況は以下の通りです。

◇明石市

明石市江井ヶ島の元大庄屋・田中源左衛門家から、近世文苔5箱と近代の経営張雨、

典籍類・茶器・什器・陶笠器・酒造道具など志一杯の歴史資料救出行動を謎読中。この

レスキューは、明石市文化博物舘の要請により文化財等救援委員会が行なったもので、

史料ネットのポランティアも現在までに 5日間にわたって廷べ38人が参加しました。

◇神戸市

地元の歴史研究団体である神戸史学会が、会貝に呼びかけぷ；；史料ネットとも協力し

て被災文化財の調査・救済活勁を開始しました。さらに史淫ネットでは、神戸大学文学

部内に苫戸市域の教済行動のセンターを 4月l0日から開設子定です。

◇西宮市

市文化財課と史料ネットが共同で、 3月27日に市内の元大圧屋家文苫 1野・圧屋家

文書 1芸を救済、さらに 1野のレスキニー活動が子定されています。

救済されたうちの 1野ば有名な大圧屋・岡本俊二家文害つ市指定の近世文書はすで

に被災後いち早く海土資料醇こ党入されていましたが、家屋解体に史料ネットメンパー

が立ち合った際、近代の村関係文苔が偶然発見され救出されたものです（新聞記事参照）。

◇尼崎市
尼崎市立地域研究史料館では地要後、市内文書所蔵家や寺院・神社計34 l野をリス

トアップし、電話連絡や現地調査・文苔発送などにより被災状況を調査中，この結果．

現在までに近世近代の村方文苔や典可類、近代の公吝反対運動資料など計8件、 3.000点

以上を緊急引き取り，さらに家屋惹去もしくは家財整理待ちが 10軒という状況です。

寺院・苫社からは、文化財の保全に関する担談も数件寄せられています。
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．◇伊丹市
施設自体も被災した伊丹市立博物館では、 3月にはいって各方両の協力を得て液災史

料救済体制を確立、すでに l5件あまりの文苔や民具を収集もしくは調査しています。

博物館の被災史料調査やレスキュー活動には、毎土史家や近隣の自治体史編冨室華員、

史料ネットや文化財等救援委員会などが参加・協力しています。

◇宝塚市

3月24日、

仏具等を教出。

文化財等救援委員会と史料ネット共同で論妙玄寺所蔵の近世文書・掛軸・

あわせて掛軸の簡単な調査を行い目緑作成。

◇箕面市

云面市史溺さん所では、市内の撤去対象家屋すべてに史料救済の呼びかけ文書を発送、

さらに広報誌上でも救済を呼びかけ、数件を引き取っています。
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＜兵思戻．＃戸席・芦屋i/iに要望芸袋岩＞
史料わ；'でば被災資料の救出活動を行うだけでな<.被災地の市民や自治体など関係横

関に歴史資料救済保全の璽要性を訴えてきました。 3月に入り、各自治体の復翌計画が発

表される中で、復興や再開発に伴う埋蔵文化財破壌の危険という問題が浮上してきました。

阪神大震災対策歴史学会連絡会では、考古学関係者・自治体担当者との意見を聞いたうえ

で．復興都市計画の立案に際して①地域住民の充分な合意と慈向のもとに歴史と文化遺産

を大切にした街づくりを行なうこと②歴史・文化遺産等について関連する諸学界の意見を

聴取する場を設けることなどを内容とする要望否を、 3月16日神戸市、 3月28日兵直県、

同日芦屋市にそれぞれ提出しました（別紙要望否及び新聞記事参照）。

く5-6 歴史と文化をいかずJfiづくクシンポジュウムのお知らせ＞
また、復巽計画と歴史・文化遺産の問題については、自治体へ要望するだけでなく、史

科む卜としても、 5月6日午後 1時から尼崎市総合文化センターにおいて「歴史と文化をい

かす街づくりシンポジュウム」を開催し、関係する学界や団体と意見交換を行うことにし

ました。詳しい要項は別紙の通りですが、歴史学・埋蔵文化財・兎境考古学・建築史・都

市計画・ NGO文化情報部などの分野からの報告を子定しています。参加希望者は、往復

ハガキにて実行委員会事務局（史科t介）まで申し込んで下さい（別紙要項参照）。

＜妾号蛋告ー 3ガ束現在＞

募金へのご協力ありがとうございます。 No.1で報告したように．史料ネットの活動は、

すべて募金によってまかなわれており、主にぷう］和7保険加入料、ギカテ{7の交通費補助｀

消耗品などに当てています。 3月末現在の募金は、全国から 15 0万円を越える額が寄せ

られていますが｀常荘やレスキ=-ーの経費などの支出も 80万を越えています。
詳しくは次号で報告する子定です。
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1 9 9 5年3月16日

神戸市長笹山幸俊殿

鬱
連

弘

会学史
村
歴策
奥

対災

事

惑

幹
大

表
神

代

阪

惜成団体

大阪歴史学会

日本史研究会

大阪歴史科学協議会

京都民科歴史部会

都市計画の事業化にあたって歴史・文化遺産に記四を求める要望苔

3月l4日、神戸市都市計画審議会において波災市街地の再開発・土地区画整理事業を
始めとする計画案が帝議され、これを承認する答申が市長宛に出されました。これにとも

ない、本日 l6日の兵間県那市計画地方審議会の苔申を経て｀都市復阿計画事業が具体化

されていくことと考えます。 • 

今回の衷災は神戸に未曾有の被害をもたらしました．隣く間に幾多の命が衷われ、生活

の礎が破壌されました。これ以上の悲しみはありません．また哀災前の神戸には、数多く

の旧跡・近代以降の歴史的建築物、神戸らしい（云坑的な町並みがありましたが、今では、

そのほとんどが無惨な姿に変わり果ててしまいました．

この地域の人々の生活とその環境は、繰り返し閲う地哀や風水害などと問い、さらには

治承寿永の内乱・南北朝の内乱•第二次世界大戟など五舌に尽くしがたい幾多の悲しみを

乗り越え、先人が築き上げてきたものにほかなりません．生き残った私たちは、この事態

にあたって、．こうした先人の労苦を莉み、またそれを心の団とすることでこそ、明日に向

かって生きる力をもちえるのではないでしょうか。また．先人が乗り越えてきた歴史その

ものを来来へと受け継いでゆくことが、生き残った私たちの資務ではないでしょうか．

私たちは、新たな神戸を創造するにあたり、広範な地域住民の合意IJ)もとに、先人が築

いてきた歴史と文化の遺産を大切にした街づくりを目指すぺきであると考えます。そのた

めに必要な措置を謂じていただいきたく、さしあたり以下の点を要望いたします．

＂ 
ー、都市復典享業計画の立案にあたっては、地域住民の充分な合窓と意向のもとに、歴史

と文化の選産を大切にした街づくりをおこなうよう必要な措置を講じること。

ー、都市復興事業計画の立案に際しては．歴史・文化遺産等について、関連する諸学界の

意見を聴取する場を設けること。

一｀防災指令 3号を段階的に解除し、歴史・文化財関係甜貝を本来の諾場に配證して、歴

史と文化の遺産を大切にした都市復奥計画の享業化を円滑に進めること，

火・同匹恥角宅芸を兵店呉・ア尼恥琵翠．夜土してい11

-4 -



〈二版）〗：
古財神

・要 ge に
代のコ

毎深

考窟□戸二二ぎ：要
怠菜
しつ
の。 出皿：

の叶た
土域 1は広えはえ尽 望
す内＇
呵いた滞に

去胃自 壽（口こ汽罰屈盟閉書
ば案迎 廂‘

つ＇耳でのや‘ 日
学の超 庄多． 0月我宝兵兵証
界際会 がく

発さ並四直

の、は高の な．Tしみ忠‘
．溶（主‘ とてのと妥

出
い心の，

見民四 と跡 i旨
．＼送し山
る溝て玄

- -

慄 2・
て
存！-
叩 6 全
設

益隅のリ（ヒを
を残し・可岡 ⇒玲坊を屯囲
墨---4 丙．連：閉-̂.._;， 8 し災要韮く'
（プれら 2 ネ筍 hn 、i旨宝を堵
け--= 
，． ツ全シ文合プ大を

（プ t文）‘:.ト(-:，'1: （と 3る 1;71段
て叫！口 2.

3 ウ‘め財弓とにけ

いの項 4 ク史し 1
＇歴て巳りをとし ‘ 

る 1且支 6 深段苔た 1茎
゜吹究-:;;::天る立函 i-苗乏

なを〇慄~
u 糾 3 只的‘づと
のに市＜乏

・ー・・

”厄吠．IP?f蕊1包ばクた）
つ市芦全日

て叶大＾大虫
、画劫 f・ピ哭ヂ
弓屯政衷＂
跡エ戌砕 1•

liJ? 
rよベ-? 4穴
と品 tニ

l江天否•

のの
Ii 吃:ら

てる六t十 •"l 史で

fヒ（こ白弘寸学つ
辺ぁ． ・全く
租た邸河I

巡る
l<l 1夜

'95. 3. 18 

文
化
遺
産
配
慮
を

品
翠
0

よ
う
求
6
-
0

罰

竪
云
．
戸
市
に
提
出
し
た
。

悶
苫
は
大
爵
器
全

0

日
本
器
醤
苫
器
深

で
二
用
伍
揺
。

U
れ
ま
で
沖

戸市
0

．
欝
市
な
点
の
ぼ
災
地

都
市
計
画
で

研
究
者
要
望

で
一
塁
し
た
迫
向
か
っ
緊
l

月
氣
び
出
す
な
房
羞

を
し
て
き
re,

突
愕
は
で
は
、
祁
市
牡
盟

否
に
あ
た
っ
て
、
地
葱
徳
の

十
仕
笈
晟
と
空
回
の
4芦
茫

文
化
財
配
慮
の
復
輿
を

翌
喜
塁
望
喜

ビ
唇
合
言
言
畠

翌
J

旦

旦

醤

畢

―
0

麿
会
の
盗
笞
努
ぶ
塔
匹

図
芯
．
丈
・
文
化
畠
旦

只
急
来
の
言
醤
似
き
一
1

i0luJj仔
．
三
ぷ
ぺ
竺
応

-
9
n
 ロ“}史．

i-

て
9
}

．
落
合
の

阻
jn-gm字
．
―
召
得
芹

9.IH
況
｀
歴
m
苓
こ
を
受
け
け

けてい―
9

，
辿
硲
た
は

(OIi

:
4
8
2
.
5
?
4
6
)

．
 

戸一定

復興計画

勺5

3 

ヨ

益
―
ァ
版

寸
-rー
イ

.• 

…

…

…

．

含

一

拿

令

号

図

画

賃

塁
竺
畠
冦
開
発
塁
の

文
化
造
産
に

]

0

日
号
き
三
塁
し
た
逗
子
晨
芝
も
か
号
の
塁

月
巨
習
竺
い
言
一
●
：
が
蓋
し
て
い
壽
喜
が
強

配
念
を
要
望

翌
杢
菜
塁
字
言

H
、
文
化
財
な
ど
の
塁
言
、
と
い
う
。
例
え
ば
三
、
l
(
t
1
J

'̀ 

届
神
の
翌
塁
・
者
ら
で
つ
灌
し
て
脊
四

an石器

4＝一
を
芭
．
）
ろ
の
哀
芸
の
邸
宅
郡
百

＜
き
塁
K
l
竺
磁
塁
塁
。
翌
ち
習
・
-
)
し
一
l

が
発
喜
弓
い
る
（
松
野
至
．

き
＝
一
塁
き
（
旦
塁
・
「
翌
晏
塁
言
墾
ッ
．
；
，
き
醤
言
頑
翌
き
ま
一

哭
百
盈
一
{
L
K
助
苔
一
）
は
‘
-
＇
ワ
ー
ク
J

を
開
設
し
て
存
苔

k-I)
、
笠
昇
王
の
塁
化
こ
を
心
じ
て
い
る
a

四
も
、
三
邑
塁
翌
羹

-
8

号
一
J

5

更
・
文
化
茎
翌
同
＾
＝
＝
茫
言
U

、翌＝
L
-

翌

k
i
コ
に
痘
定
さ
丑
＇
j

いる
J
R

配
芝
委
直
芝
喜
塁
品
の
開
発
羹
く
か
盲
翌
晨
喜
吾
っ
て
い

芸
咬
竺
戸
市
受
あ
て
に
楚
出
し

R
れ
U
-
1
の、

m跡
の
竺
竺
l

る
と
い
う
。

「
文
化
に
も
配
慮
を
J

r. 

昌
史
学
県
、

・ia,J出来
な
い
ま
ま
町

づ
く
り
行
わ
れ
る
醤
隠

全
速
路
全
芦
屋
市
に
要
望

喜
璽
屋
醤
は
す
る
さ
っ
阻
・
こ
芦
晨
市
に
葛
ぁ
？
じ
て
▽
目
に
向
け
た

笥
咋

8
歴
史
を
大
切
に
し

で
つ
く
る
阪
神
大
四
器
塁
し
た
。

墨
璽
＝
（
代
表
鯰

m
、
波
醤
で
は
盟
し
た
ほ
切
た
町
づ
く

8
月
的
な
計
画

漠
村
弘
・
神
戸
大
助
整
楼
）
は
に
問
な
文
献
・
資
料
が
埋
も
立
吝
時
の
学
会
か
ぢ
棗
呟

二
十
八
日
、
冠
災
地
で
の
醤
だ
星
翌
恙
共
に
処
分
取
ー
を
求
め
て
い
る
。

誓
っ
い
て
、
蓄
、
文
化
さ
れ
る
笥
が
あ
り
、
神
芦
．
冥
団
ば
翠
吟
中
は
「
こ
の

醤
に
醤
し
に
誠
を
昆
苔
曼
＇
¥
)
¥
ぷ
吝
以
上
の
ま
差
翠

1

堅
E

百

翌

叩
・
志
以
益
の
追
突
切
ゃ
醤

冠
喜
閂
盟
合

え
て
し
＝
喜
塁
靡
渋

匡
一
が
，
＇
そ
塁
各
言

四ー
9

し
こ
こ
・
ニ
筵
、
そ
い

弓-
I
}
汀
〗
応
〗
ー
ニ

こ
●3
迄
’
[
—
て
い
一

(
r
,

ン17
付

-5 -
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．
文
化
財
に
も
大
き
な
披
宦
を
与
え

た
阪
神
大
巴
災
。
四
E
家
堕
の
解
体

工
mが
抽
む
に
つ
れ
、
民
家
に
残
っ

た
古
文
E
な
ど
も
ガ
レ
キ
と
一
柑

に
店
て
ら
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が

強
く
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
沢

料
は
次
代
に
社
匡
の
歴
史
，
を
伝

え
る
た
め
に

n用
で
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ

-
J
団
体
「
靡
大
研
災
地
存
N
G
o

救
ぼ
浬
器
訊
文
化

m四
部
」
な
ど

が
、
そ
の
原
村
の
た
め
に
店
動
し
て

い
る
。こ
の
団
体
の
代
衷
は
、
壁
醤
大

学
問
師
の
瑕
ホ
E
民
（
文
化
町
盟

印
行
）
＇
文
化
町
の
陥
欝
行
な
と

が
内
門
の
大
采
、
間
向

mの
研
究
者

十
人
と
学
生
ら
―
―
干
人
が
控
加
す

る。
梵
定
は
地
芯
の
国
ぼ
・
出
月
後
だ
っ

た
が
こ

J11ま
で
開
じ
た
神
戸
市

内
の
数
会
や
エ
ジ
て
腐
箆
な

ど
で
、
沖
柘
記
珪
エ
ジ
プ
ト
の
文

献
や
ス
ラ
イ
ド
な
ど
を
回
収
。

10家

が
多
く
残
る
腺
路
恐
ぶ
f
、
江
戸
期

,
l
"
t`
と`＇

1
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4

f
ダ
・
`
ぃ
f

壌

0

9
4
5

と

9

ヤ
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i

リ

G
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攻
＇
＇
販
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•
,
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・・r少

．～ ヽ
・9‘

~
，

1
.

ヽ

胃剛
メ
ン
パ
ー
の
一
人
、
国
立
脱
史
民

j
 •• 
-1 i
、

liJ
間
切
的
間
牧
ほ
の
抑
flllg
乎
氏

町一・

(Cil"閃
竺
は
「
六
六
年
の
イ
タ

fー、>4
'

復
・
リ
ア
・
フ
（
レ
ン
ツ
ェ
翡
で
は
、

裟ノ―

l

（
政
が
梢
辟
悛
に
文
化
llJ牧
沖
の

窓
口
を
つ
く
り
、

E
門
家
を
ぼ
助
し

〒

9

.

.

‘̀n 
カ
ー
し
名
<
<
の
古
文
印
を
格
閲
し
ま
し

勺
そ
い
と
比
ぺ
る
と
、
曰
木
は
iFn

れ
て
い
ま
す
c

災
田
町
に
文
化
田
を

会

ど
う
す
名
か
と
い
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
づ

斧、/i

＜翌、
lJJ

し
で
も
讐
僻
盟

3
 
埒K
翡
え
盈
胃
'
/
ヽ
り
が
必
闘
し

ィ

ょ

う

ね

」

と

旧

贋

す
I

令

一日

こ

腐

か

、

大

暇

閉

百

麿

訊

会
、
口
＊
IjJ研
究
会
な
ど

m暇
神

rn-

四
つ
の
歴
史
学
会
が
兵

m旦
開

ァ，`ヽ＇

醤
研
究
史
れ
On内
に

「

閉

打

へ'テ
扉
型
ッ
ト
ワ
少
蓋
翡
゜

ン

翌

門

が

り

で

な

く

、

且

鷹

開
ゃ
旭
賊
腐
腐
ま
で
対
象
を

J

・
広
げ
、
味
＾
末
の
田
談
、
ぼ
助
な
ど
を

ラて、．．
．
＂
行
っ
て
い

I
G
o

'

J

 )ソ

．．． •
閲
卵
の
中
で
、
芽
生
え
て
き
に
身

近
な
阿
料
を
も
守
ろ
う
と
い
う
動

き
。
そ
れ
は
而
災
の
旧
跡
を
次
代

に
伝
え
、
出
面
の
な
い
町
づ
ノ
ヽ
り

を
自
坦
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
は
す

ふ

一

0
れ

の
古
文
百
や
明
治
時
代
の

人
力
巾
、
大
正
間
の
通
情

澤
曰
記
碩
な
ど
を
取
り

出
し
、
沢
存
で
き
る
よ
う

に
ほ
助
し
た
U

阪
＊
氏
は
「
学
校
や
民

衣
な
ど
に
残
る
限
土
史
料

は
、
行
四
に
よ
っ
て
文
化

町
の
期
定
を
愛
け
て
い
な

い
も
の
が
ぽ
と
ん
ど
で
、

抒
く
扱
わ
れ
る
闘
が
あ
り
、
修
旧

や
保
存
に
田
政
的
ぼ
肋
も
な
く
店
て

ら
れ
や
す
い
。
で
も
、
そ
こ
に
は
、

庶
民
の
歴
史
が
あ
り
、
日

mな
文
化

ia産
で
あ
る
こ
と
は
旧
定
文
化
財
と

同
じ
で
す
。
逸
去
の
こ
う
し
に
面
~

胆
を
残
し
て
い
く
こ
と
は
、
復
興

の
歴
に
人
々
の

m神
的
な
支
え
と
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
い

う。

ー

9
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大
阪
・
吹
田
の
固
立
底
底
学
隙
物
詔

で
、
こ
の
ほ
と
文
化
迫
派
の
被
災
に
関

心
を
持
つ
叩
究
召
。
学
芸
只
な
と
に
よ

裔
災
と
證
器
の
対
応
の
た
め
の
研

笑
哀
醤
か
れ
た
。
阪
神
大
震
災
か

ら
孜
遠
l

ゃ
き
、
今
後
の
災
出
に
佃
え

母
憂
呉
行
化
し
よ
う
と
い
う
墜
[
-

で
、
全
図
か
ら
約
四
十
人
が
平
＿
ま
っ
た
。

会

ふ

の

名

称

竺

醤

叩

欝

届

｀
梵
起
乳
つ
功
翌
l

咬
災
灸
の
対

さ

て

忍

苔

各

謡

裏

―

四

攻

丁

-
9
翌

姜

．

豆

塁

』

醤

闘

翌
嘉
、
應
~
開
の
登
翌
・

詞
召
誘
翌
力
そ
求
め
て
全
国
の
芯

塁
奇
迄
名
．
｛
呼
び
か
笈
。

会
ぇ
ぷ
、
翌
号
’
忘
っ
た
神
戸
市

}
・
喜
翌
翌
ゞ
い
合
を
喜
茫
・
-
6

含

因

得

河

合

っ

塁

喜

i
'
況
一
心
韮
f
r
．ぶの
E
芍
．
は
少
な
か

こ
●
が
、
一
本
一
咀
刀
名
あ
・
I
J
-
1
?
'
、
つ
苅
列
ケ

・
「
令
屯
文
を
翌
ら
見
―
を
し
之
こ

．
二
か
わ
習
竺
一
、
足
．
い
ケ
ー
ス
が

文
そ
璧
詈
砂
，

Itii王
慧

二

塁

g

f

竺
r
i
-
t
i
[
Q
-
m
つ
、
苓
K
の
一
定
k.9‘

こi
ア`が一
・.q!
\
I
.
'
,
•

つ
，

ゃ
應
窓
っ
て
｝
砥
．
し
て
い
た
冥
列

．

．

 

ケ
ー
ス
の
rl
に
は
、
転
団
し
た
も
の
が
木
應
・
蔽
せ
て
い
た
も
の
は
ぼ
と
ん
ぃ
U

苓

m杓
た
ち
は
改
め
て
店
災
の
大
さ
さ
神
・
淡
笥
翁
災
波
災
文
化
田
方
救
変

を

実

惑

し

て

い

た

，

委

只

会

」

の

よ

う

な

組

罪

が

生

ま

れ

あ
っ
た
が
、
翌
lm
か
ら
ず
っ
と
離
し
て
無
平
だ
っ
た
，

並
ぺ
て
い
た
も
の
は
無
下
だ
っ
た
つ
こ
の
．
か
兵
W
県
立
祁
史
団
而
町
と

t

匹
災
元
生
直
没
か
ぅ

?,Wの
人
を
っ
た
。
こ
れ
ら
の
組
織
は
専
門
宋
に
よ
る

ま
た
、
予
忠
外
た
っ
た
の
は
、
収
臨
加
古
川
総
合
又
化
セ
ン
ク
ー
団
拘
如
な
が
関
心
モ
門
っ
た
の
は
よ
摺
這
又
化
田
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
の
部
佃
を
し
て
佃
え

匝
で
大
き
な
波
出
9

が
出
た
こ
名
ス
チ

}U
が
淡
路
凶
で
け
っ
た
夜
災
性
ば
の
立
の
敗
出
た
，
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
孜
出
し
た
が
、
坂
本
氏
に
よ
る
と
、
伺
人
か
ら

ー
ル
型
の
引
き
出
し
は
全
部
飛
び3
]
E
奇
•
-
i
も
あ
っ
た
，
木
造
連
哭
の
吐
廿
よ
う
と
衷
京
か
ら
か
け
つ
け
た
作
坦
山

5

の
救
皿
依
叩
は
予
忠
外
に
少
な
か
っ

し、

0
．
は
り
ス
テ
ー
ル
四
の
呵
は
団
の
落
．．
 
が
日
立
っ
た
が
、
政
匹
地
の
北
門
文
の
坂
ぷ
況
氏
が
設
立
し
た
「
地
元
た
。

れ
、
収
納
吊
が
敬
ら
ば
っ
て
し
ま
っ
て
翠
町
て
は
、
い
ま
た
に
波
古
の
rl
パ
体
的

N
o
o務
述
曼
怠
文
化
研

m部
j

文
化
由
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
で
、
活
動
し

い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
木

mに
入
れ
、
な
れ
在
は
出
来
な
い
と
い
う
出
硲
足
、
を
は
じ
め
、
文
”
]
［
の
肝
入
り
で
「
阪
た
内
印
g
秀
・
京
部
造
形
芸
術
大
助
攻

今
造
の
災
苺

r,Jえ
よ
う
・

u
gか
C
i
」
、
坊

災
•
U宅
災
後
の
対
応
の
た
の
の
壁
こ
―
Fャ
＂

大
阪
・
吹
日
の
国
立
民
族
学
・
博
物

m-[J

阪神大霞災
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汀
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9

、

、
99

ヽ
~

后
に
地
宍
「
'-5
い
｛
』
瞑
列
ケ
ー
ス
の
ば
あ
と
が
翠
る
。
冥
は

回
れ
た
頭
列
ぼ
り

2
月
、
神
戸
市
中
央
肉
の
市
立
随

Etli-c

L
 

被
害
目
立
っ
た
収
蔵
庫

社
寺
再
建
に
問
題
点
残
す

文化財専門家ら会議

疫
（
保
存
科
学
）
は
、
今
後
の
大
き
な

課
凶
シ
ー
し
て
、
こ
れ
ま
で
寺
院
を
支
え
ー
ノ
，

て
き
荏
蒻
が
闘
し
た
た
め
、
土
地
・
0

の
切
り
匹
D
以
外
に
再
建
が
困
難
と
迩

t

べ
た
吐
寺
が
多
い
こ
と
を
芋
げ
、
文
化

Ir

田
の
床
全
の
上
か
ら
閲
四
点
が
あ
る
と

i
]

述

ぺ

た

。

（

尼
崎
市
立
地
域
研
冗
史
料
館
を
連
絡

n

麿
に
し
た
「
臨
畏
料
深
〈
森
甜
ネ

ッ，
I

，
フ
ー
ク
一
嘉
璧
｛
の
習
明
呈

氏
（
神
．
弓
令
望
翌
）
ら
は
、
旧
家

ジ
豆
．
3
蒻

者

が

苓

包

思

わ

ず

に

、

向

晏

晨

付

け

点

茫

璽

屑
嘉
弓
誓
誓
‘
，
一
醤

羞
介
さ
れ
た
，

今
忠
雪
．
t
．

許

喜

覧

古

学

-

阿
伍
誓
モ
嘉
旦
塁
喜

ぱ
腐
砂
忍
与
誓
翌
乞
者

啜
し
竺
団
え
ば
巴
つ
か
っ
た
文

m

竺
竺
万
あ
え
す
冷
謀

’J、
そ
れ
が
大
・

豆

ゞ

っ

合

言

与

苔

混

筑

き

．

宕
．
一
戸
二4,
i
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;
g
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名
そ
委
る
・
/
—
い

ぅ
，
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そ
う
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（阪神淡路大震災関連｝ 「歴史と文化をいかすiiiづくりシ‘J点ジウム」

今回の哀災で・歴史・文化遺産はどのような波吝をこうむったのか．復興計画の中で歴

史・文化遺産の保存・復旧はどのように位四づけられるべきなのか．波災した歴史・文化

遺産の関査や救出を行なってきた、あるいは波苔の特！社や復興計画について発言を行なっ

てきた学界・団体から、それぞれ報告を行ないます．

そのうえで、住民••自治体が人間中心の iiiづくりを目指すとき．歴史・文化にかかわる

学界・団体はどのような協力ができるのか．会頃に集まった皆さんとも．率直に意見を交

えながら．模索するための手がかりをつかむことをめざします．

日時： 5月6日（土） l 3 : 0 0~ l.7 : 0 0 

場所：尼崎市鯰合文化センター 7?笥 第2会議室 (lO 0名収容）

内容：CD 各分奸からの報告（約2時間）
奥付 弘・神戸大学助孜授

豆田 貫•閲西大学教授

和田睛吾・立命誼大学孜授

高1月 学・立命阻大学肋教授

足立ll:i司・神戸大学叫）教授
塩均只明・神戸大学助孜授

坂本 勇・東京狂復保存センター

（史科ht)

（歴史学）

（埋蔵文化財）

（；ヨ項考古学）

（建築史）

（都市計画）

(NG 0文化情報部）

② コメントとデイスカッション（ま勺 l時間半）

（コメント） 外国の波災那市復興

只競保存運動の立場から

住民復罪組頃の代表 苺

主催：歴文シンポ実行委貝会

（阪沸大哀災対策歴史学会連．阜各会、埋文関係救援運格会議など）

事務局：歴史資料（足全消報ネ・ットワーク（史料ネッ．卜）

参加希望者は、往復ハガキに「歴文シンボ ~/JU希望」と明記のうえ． CD氏名 ②〒 住所

③電話番号 ④所底学会・団体等（ない人は「一般Jと苔いて下さい）を記入して、下記
まで申し込んでください． （返信ハガキにら必ず、〒 住所禽氏名を記入のこと）

〒66 0 尼崎市昭和通 2-7-!6 尼崎市立地域研究史料誼 気付

歴史天科保全情報ネットワーク

（窪話） 06-482-5246 （史料誼内）

(fox) 06-482-5244 (同）

痣項ネヲ炉 祠匹WS lL苫TT図蕊ぬ盟 l995.4.7（金）

編集•発行 歴史資料保全漬毀ネットワーク

尼崎市昭和通2-7-16 尼崎市立地域研究史料館内

T旦 06-482-5246 FふX.482-52-l4 

史料救済募金郵便振替

名義 阪神大要災対策歴史学会連絡会／口座番号 01090-7-23009 
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